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パソコンを利用した相互貸借

Ｍａｃｉｎｔｏｓｈ（ファイルメーカーＰｒｏ）を利用して

前 田 元 也

は じ め に

近年多くの病院図書室でパソコンを利用し

た相互貸借業務が普及しはじめているようで

す。当院で も、Ｍａｃｉｎｔｏｓｈ（ファイルメーカー

Ｐｒｏ）を利用 して相互貸借業務を行っています。

Ｍａｃｉｎｔｏｓｈ（フ ァイルメーカ ーＰｒｏ）を利用し

ての相互貸借業務は、これまでのいくつかの

病院図書室で活用されてきました。 とりわけ

三菱京都病院図書室の須井麻由美氏が平井拓

氏（元三菱京都病院心臓内科医師）の協力を

得て、ルックアップ機能（ファイルメーカー

Ｐｒｏで作成したふたつのフ ァイルのリンク機

能を利用して、必要なデータを、一方のファ

イルから、 もう一方のファイルのフィールド

に自動的にコピーする機能）を利用してシス

テムを考案されたことで業務が効率化され、

これを利用す る機関が増えて きています。

下記に紹介する当院の報告 は、これらの経

過の中で、耳原総合病 院が作成されたテンプ

レートや機能を当院にあった形態に一部変更

して利用しているものです。

２．要因

パソコン（Ｍａｃｉｎｔｏｓｈ）を利用して相互貸

借業務をおこなうようになった大きな要因は

次の３点です。

①相互貸借件数の増大（当院では、１９９０年～

９６年の７年間で ３３９件～１０５２件と約３倍に

まえ だ もとや ：西 淀病 院

７８

増加）。このことが原因で業務量が増大し

他の業務に支障をきたしはじめたため、ど

うしても改善する必要がありました。

②文献複写（相互貸借）中込用紙を廃止した

い。より多くの利用者に相互貸借サービス

を利用してもらうためには、ネックとなっ

ていた申込用紙の廃止が必要でした。利用

者にしてみれば、いちいち書誌事項を書き

写すことが手間でしたし、担当者もその用

紙を利用して、依頼先・申込日・受付日・

複写料金などを管理していたため、なかな

か廃止することができませんでした。現在

は、書誌事項が確認できるものであれば、

すべて受け付けをしています。

③当院の医師から、Ｍａｃｉｎｔｏｓｈ の寄贈を受け

ることができました。

３

メ リ ッ ト

メリットとして次の４点が挙げられます。

このことで実務量が大きく軽減することがで

きました。

①申込用紙の廃止。

②手書き作業やワープロ入力作業の軽減。

これまでであれば、相互貸借用紙に直接、

手書きをしていたり、ワープロで入力した

ものを打ち出して、切り貼りをしてのです

が、このシステムでは、 ＣＤ－ＲＯＭで検索し

たデータであれば、そのまま画面上で書誌

事項を所定の位置に取り込むことができま

す。（Ｍ２ＰｖｅｒｓｉｏｎＯ．３．８を使用）

③画面上から直接ＦＡＸ依頼（ＦＡＸモデムの使用）



Ｆａｘモデムを利用して、相互貸借用紙をプ

リントアウトしなくても、画面上で相手館

のＦＡＸ番号を入力することで、自動的にＦＡＸ

送信ができます。

④複写料金請求書発行の自動化

当院では、複写料は公用の場合、病院が全

額負担していますが、私用の場合は、半額

を病院が負担することになっています。こ

れまでは、担当者が計算をして、請求書を

作成していたのですが、現在はすべてパソ

コンで処理をしています。

４．相互貸借業務の流れ

今回、使用する主なソフトは下記の通りで

す。

ファイルメーカーＰｒｏ２．１

カード型データベースソフト。情報をカー

ド形式で系統立てて管理する。

Ｍ２ＰｖｅｒｓｉｏｎＯ．３．８（フリーウェア）

ＣＤ－ＲＯＭで検索した結果をファイルメーカー

Ｐｒｏに取り込める形式に変換するプログラ

ム。ＮＩＦＴＹ－ｓｅｒｖｅ にアップロードされてい

る。

対応データベースは、医学中央雑誌ＣＤ－ＲＯＭ、

ＭＥＤＬＩＮＥＣＤ－ＲＯＭ（ＳｉｌｖｅｒＰｌａｔｔｅｒ，Ｄｉａｌｏｇ）、

ＭＥＤＬＩＮＥ（ＤｉａｌｏｇＯｎｌｉｎｅ）、ＪＯＩＳ（Ｏｎｌｉｎｅ）

（著作権者 岡山協立病院 浜畑和久）

テンプレートは、入力画面・文献複写申込

書・出納簿の３種類です。（テンプレートは

耳原総合病院が作成されたものを当院で利用

しやすいように一部変更したものです）

（１）入力画面（図 Ｏ

手書きや論文の末尾に掲載されている引用

文献の場合は、残念ながら書誌事項を入力し

なければなりませんが、 ＣＤ－ＲＯＭ（ＭＥＤＬＩＮＥ・

医中誌）などのデータベースの打ち出しリス

トでの依頼の場合は、ＭＰ２ｖｅｒｓｉｏｎＯ．３．８を利

用すれば、いちいち書誌事項を入力しなくて

－ ７９－
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も、各項目ごとにデータを取り込むことがで

きます。

当院では医中誌の ＣＤ－ＲＯＭを利用して

います。利用者から ＣＤ－ＲＯＭ検索をした

打ち出しリストでの文献複写依頼を受け

た場合は、検索終了時に履歴保存を必ず

していますので、再検索をして利用者が

必要な文献に反転ラインをつけ、そのデ

ータをダウンロードして、 Ｍ２Ｐｖｅｒｓｉｏｎ

０．３．８でファイルメーカーＰｒｏで読み込

める形式に変換して利用しています。

その他の情報（申込者所属／氏名・相互利

用・利用方法など）は、リストから情報を選

択できるように設定しています。

また、依頼先は略称の○印を選択すると、

自動的に依頼先名と ＦＡＸ番号が表示される

ように設定しています。（機関コード［図

５］からルックアップ機能を利用。機関コー

ドは三菱京都病院図書室の須井麻由美氏作

成）

（２）申込用紙［図２］

入力画面で入力された情報は、中込用紙に

も自動的に表示されます。

作成された申込書を、 ＦＡＸ モデムを利用

して、直接、画面上で相手館に ＦＡＸを送る

ことができます（プリントアウトする必要は

ありません）。これまでは、プリントアウト

した申込書を、 ＦＡＸ が設置されている総務

課までいって、送信していましたが、その手

間を省くことができました。

（３）請求書［図３］・出納簿［図４］

依頼していた文献が届いたら、出納簿に相

手館の受付番号、料金明細、処理日を入力し

ます。料金合計は自動計算されます。

請求書は、申込Ｎｏに該当する番号を入力す

るだけで、その他の書誌情報や料金などは自

動的に表示されるように設定しています。ま

た請求額合計も自動的に計算されます。これ

までは、担当者が計算をして請求書を発行し

ていたのですが、その手間を省くことができ
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５

おわりに

相互貸借業務の申込形態は今後も変化を遂

げていくのではないかと思います。ハガキが

主流だった時代から ＦＡＸへと変化をしたよ

うに、これからは電子メールを利用した相互

貸借が主流になるかもしれません。

相互貸借件数は増加の傾向にあります。し

かし、件数が増えようとも利用者が求める文

献を迅速にしかも正確に提供することが、私

たち病院図書室の役割であることには変わり
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はありません。

利用者の立場からは、手軽に利用ができて

短時間で入手できるシステムが求められるで

しょうし、担当する司書の立場からは、増え

続ける相互貸借件数にふりまわされるのでは

なく、迅速にかつ正確に処理することのでき

きるシステムの構築（実務量の軽減）が必要

であると思います。

ちなみに、ファイルメーカＰｒｏ３．０からは、

ＷＩＮＤＯＷＳのパソコンでも利用ができます。
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一覧 表の－１部

様
文献複写料金請求書（明細）

ＮＯ ． １

申込みをされていました文献複写が、すべて届きました．下記の 料金を
持参の上、図件５

ｉ？までお越しください．当院でｔ．ｔ．筏写科の
■
ｖ－碩を公 費

でｎ担しておりますので．ｈ’ｉ求は下記の金額となりまｒ．

利 用者 請求 額合計 １４９６

Ａ申込Ｎｏ ８３２

利川者Ｋ

誌名 Ａｍ．Ｒｅｖ．Ｒｃｓｐｉｒ．Ｄｉｓ．

巻 １４６ りー

ぺ－Ｙ ｐ．１５２４－３０

Ｂ 巾 込 Ｎ ｏ ８３ｉ………゙ ”： ．．`．・

利 用 嗇 Ｂ

Ｉ£ 名 Ｂ Ｃｈｒｏｎｏｂｉｏｌｏｃｉａ

巷 Ｂ ４ 号 Ｂ

へ■’’／゛Ｒ ｐ．２９５ －３１２
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